
背景・現状・課題の詳細
左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体的な取組
左記具体的な取組のうち、令和6年度にお

ける取組の評価・分析を踏まえた取組
本事業で達成する目標
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アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

スタッフの高齢化が進ん
でおり、若い世代を確保
したいが、活動の認知度
が低く、確保が難しい。

参加児童の保護者に本事業へのス
タッフとして参加してもらうよう呼び
かけを行い、体験してもらうことで活
動への理解を深めてもらう。

参加児童の保護者へ対してスタッフ
として活動へ参加してもらうよう呼び
かけを行った。また、既存スタッフを
通じ活動内容の紹介や呼びかけを
行った。

学校支援ボランティアひい
ては、他の事業への協力
に繋げる。

前年度からのス
タッフの増加数 123 人 130 111

目標値は下回ったが、昨年度ボランティアとして
活動していた人が今年度は常設スタッフとして参
加してくれるなど、一定の成果があったと感じる。

令和７年度放課後子ども教室実施目標
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